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60．Radioimmunoassayによる血漿デスオ

　　キシコルチコステロン（DOC）含量の測

　　定
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　われわれは少量の血漿中のDOC含量をradioimmu－

noassayにより簡単に測定することに成功したので発表

する．

　抗体はDOC　oximeとporcine＆globulinとの

conjugateをcomplete　Freund’sadjuvantと共にウ

サギに2週毎に投与して作製した，血漿1（・3m1に約

10，000cpmの1．23H－DOCを加え，ジクロロメタン20

mlで抽出，これをシリカゲル・カラムによって純化し

た．すなわちジクロロメタン51nlで不純物を除いての

ち，10％メタノールジクロPメタンでステロイドを溶出

した．その後，paper　chromatugraphy（Cyclohexa－

ne：dioxane：methanol：water　IO：2：10：1）に

より20時間展開してDOCを他のステロイドから分離し

た．DOC分面を切りとり5mlのメタノールに溶出，

1m1ずつ2本は直ちにcounting　vialにとり回収率の

補正に，他の1mlずつ2本は小試験管にとりradioi－

mmunoassayを行った．　radioimmunoassayは5，000

倍稀釈抗血清0．25mlを加え，16時間4°Cにincubate

後，硫酸アンモニウム法によってBとFを分離した．

　本抗体は他のステロイドとある程度の交叉反応性を示

したが，paper　chromatographyにより，これらのス

テロイドを完全に分離出来た．回収率は70～80％，盲検

｛直はO士0．3ng／dl，　interassay　variabilityは12．O％以

内，intraassay　variabilityは7．O％以内，正常値1．4

～12．6（5．4士4．8）ng／dl，本態性高血圧症0．5～26．O

ng／dl，原発性アルドステロン症で7．8～30．5ng／dl，ク

ッシング症候i群7．3～41．5ng／dl，　シーハン症候群0（・

11．7n9／dl．17α一hydroxylasse欠乏症113～176ng／d1，

糖質代謝コルチコイド投与中の患者では0～2．2ng／dI

であった．

　本法は簡単で各種疾患の鑑別に有用であることを明ら

かにした．

61．Radiometric　methodによる微量力テ

　　コラミン定量について

　　第1報　血中カテコラミン定量への基礎的検討
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　1973年J．T．Coyleらにより発表された，　Radiome－

tr三c　methodによる脳内カテコラミンの微量定量法は，

1968年のEngclmanによるDouble－isotope　derivat－

ive　methodよりも，その所要時間の面で一段と定量し

やすくなったと思われる．今回はJ．T．Coyleの方法を

追試しさらに本法の血申カテコラミン定量への応用につ

き検討したので報告する．

　本法は3H－S－Adenosyl－Methionineをメチル基の

donorとしてCatechol－0－Methyl－Transferase（CO

MT）により3H－Normetanephrineに変え，これをさ

らに3H－VaniUinにNalOgによって酸化し，　この

Countingからstandard　curveを用いてもとのカテコ

ラミン量を求めるものである．mixingにはTAIYOの

mix－towerを3H－VanillinのCountingにはAloka

lOOを用いた．またCOMTは（NH．，）2SO．i　fraction

までpurifyしたものを用いた、　HCIO　．，をBlankと

してNorepinephrine　O．1，0．2，0．4，0．6，2．O，4．0，

6．Ongをとり各サンプルに対するcpmを測定すると，

185士14（Mean土SD），319土39，461±15，690圭91，

1393士240，3486±845，8972士989，9616土339となり，

かなりよい直線性を示した．

　この方法ではNorepinephrineとEpinephrineとを

区別できない難点があるが，サンプル量が300！tclとい

う微量ですむこと，double－isotope－derivative　meth－

odよりかなり短時間で行ないうること，かなりよい直

線性を有することなどは，O．2～0．5St9／Lという単位で

含まれるという血中カテコラミン定量への可能性を示唆

するものと考える，

Presented by Medical*Online


	0366



